
No. 意見概要 各市町の考え
共生ビジョ
ンへの反
映方針

1
○森林資源の利活用 ・共生ビジョン第1章（地域資源）に反映

　P.2

Ａ

2
○水の普及促進と海外販路拡大に向けて ・共生ビジョン第1章（地域資源）に反映

　P.2
・販路開拓については、各市町において検討課題とする。 Ａ

3
○空き施設を防災・避難施設として利用
・震災発生時の避難先として活用する取組

・共生ビジョン等へに反映できないが、各市町で検討課題と
する。

C

4

○農業体験を通じた交流人口の促進 ・共生ビジョン第1章（地域資源）に農山村文化を追加
　P.2

Ａ

5
○地域ブランディングの浸透
・各市町の特産品を浸透させる取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

6
○昔遊び継承による地域活性化
・学校教育現場へ地域住民の参画を促す取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

7
○目指すべき将来像
・子育て世代や子どもたちが魚沼地域に期待が持てるよう
な将来像を目指す取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在子育てWGを中心
に具体的な連携事業の検討を開始

B

8

○地域医療に対する地域住民の意識醸成と
宿泊施設との連携
・医療機関の使い分けや、医療従事者育成に向けた住民の
理解を深める取組
・宿泊施設と連携することで、圏域内での泊数増、着地型観
光へつなげる取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

9

○医療従事者の確保として「魚沼地域医療従
事者養成連携協議会」の設立
①医療職を目指す児童生徒を増やすための働きかけ
②小出高校医療専攻を中心とした魚沼地域の高校生が、
北里大学保健衛生専門学院を経由して地元に就職すること
を目的とした奨学金制度の構築
③地元医療機関への就職希望者を対象とした、専門学院
の推薦入試制度（地域枠）の設定
④臨地実習の充実による学生Iターン就職の促進
⑤専門学院同窓会との連携によるUターン就職の促進
⑥都会で就職した社会人を専門学院等への社会人入試に
導くための指導・相談体制充実

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

魚沼地域定住自立圏共生ビジョン懇談会からの意見等の反映状況 資料3 

＜共生ビジョンへの反映方針＞ 

 【Ａ】：共生ビジョン等に反映させるもの 

 【Ｂ】：共生ビジョン等への反映が可能か現在検討しているもの 

 【Ｃ】：各市町で検討するもの 

 【Ｄ】：共生ビジョン等に反映できないが、今後の検討課題とするもの 

 【Ｅ】：その他の質問や感想など 



No. 意見概要 各市町の考え
共生ビジョ
ンへの反
映方針

10

○教育委員会の連携、学校教育現場への住
民参画の推進

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

11

○教育・スポーツ分野の振興
①圏域内のスポーツ拠点において、東京オリンピックに向け
た合宿地としてPR活動の実施
②県内でも特色のある八海高校、国際情報高校等の定員
割れを解消するため、PR活動や魅力あるカリキュラムを検
討
③地域を越えて、保育園、小学校、中学校等へ運動指導者
等の人材を派遣
④特色ある分野を中心としたワークショップを開催し、魚沼
地域出身の高校生、大学生等の育成や発掘を検討
⑤集客数を向上させるため、地域住民合同のイベント開催

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

12
○ＵＩＪターン就職促進と若者の起業支援
・若手起業者を全面的にバックアップする取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

13
○新エネルギーの活用
・地熱、雪等の地域資源を活用した取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

14
○カーボン・オフセット推進とクレジット活用 ・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな

がら検討を開始

B

15

○子育て世代の交流促進と効果的な情報発
信
・子育てに関する情報を連携して効果的に発信する取組
・お母さん同士が情報交換できる交流の場を、各市町域を
超えて連携して進める取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在子育てWGを中心
に具体的な連携事業の検討を開始

B

16
○地域人材の育成と発掘
・医療従事者、地域住民（学校教育、社会教育、地域づくり）
の人材育成の取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

17
○ふるさと納税の推進 ・共生ビジョン等へに反映できないが、各市町で検討課題と

する。

C

18

○地産地消の推進 ・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B

19
○他の地域、圏域との差別化
・自然や雪を売りにするだけでなく、他の同地域との差別化
を図る戦略的な取組

・共生ビジョン等への反映が可能か、現在WG間で連携しな
がら検討を開始

B


